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We examined the relationship between the gaze movement and the recognition result in the face recognition 
work focusing on the state transition of the gaze movement. For analysis, Hidden Markov Model (HMM) widely 
used for speech recognition and handwritten character recognition, etc. was adopted. The reappraisal result was 
evaluated by the Hit rate which is the rate at which the face image was correctly recognized. Results showed that 
HMM recognition rate was higher for people with lower Hit rate and HMM recognition rate was lower for people 
with higher Hit rate. From the results, it was suggested that people with higher reapproval results do not have a 
fixed pattern for transitions of viewpoints, while those with lower recognition results may have a fixed pattern 
for transitions of viewpoints. 
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１. はじめに 
 本研究では,人の視線を計測することにより,視線の動き
は,再認成績と関係があるのかを明らかにする.特に,視線
の動きに着目し,隠れマルコフモデル(HMM)を用いた分
析を行う. 
 
２.  研究背景 
 これまで,顔の再認に関わる研究は,停留度分析[1]、視
線停留位置の時系列的な遷移[2],などに着目して行われ
てきた.本研究では,注視領域における視線の遷移に着目し
て行う. 
 
３.  実験内容 
 被験者に顔画像を 1 枚ずつ提示し,計 15 枚覚えてもら
った.その後,顔画像を 1 枚ずつ計 20 枚提示し,見たことが
あるかないかを答えてもらった .実験参加者は 14 名
で,HMM の学習用に 10 名,テスト用に 4 名のデータを用
いた.なお,視線計測には,米国 SR Research社の急速眼球運
動解析装置 EyeLink CL を用いた. 
 
4.  実験結果 
（1）K-means 法による領域分け 
本研究では,視線の停留位置を K-means 法によって 3 つ
に分けた.その後,その重心座標をもとに,図 1 のように顔
画像を 8 つの領域に分割し,その領域間の視線の遷移に着
目した. 
 
 
  図１ K-means 法による顔画像の領域分割 
 
（2）Hit 率によるグループ分け 
被験者それぞれの再認成績は Hit 率を用いて 評価し
た．Hit 率は符号化時に呈示された顔画像を,再認テスト時
に「見たことがある」と正しく判断出来た正答率のことで
ある.その結果にもとづき,再認成績の高い上位グループ(5
名)と,低い下位グループ(5 名)に分けた. 
（3）HMM の作成 
再認成績の高い上位グループ,低い下位グループそれぞ
れについて,HMM を作成した.このとき,3 つの内部状態が
あると仮定して作成した.その結果を図 2,図 3 に示す.な
お,3 つの内部状態は A,B,C と表記してある. 
 
 
     図 2  下位グループの HMM 
 
 
          図 3 上位グループの HMM 
上位グループよりも下位グループの方が,遷移確率におい
て同じ内部状態に留まる傾向にあった. 
（4）HMM の評価 
上位,下位グループで作成した HMM にテストデータ
(再認成績上位 2 名,下位 2 名)を用いて,ビタビアルゴリズ
ムによって尤度を求めた.上位グループの視線を上位・下
位の HMM に適用し,上位の HMM の方が尤度の高い場合
を正答とした.下位グループの場合は下位の HMM の尤度
が高い場合を正答とした.その正答率を図 4 に示す. 
 
 
図 4 HMM の評価 
 
上位グループの正答率は,下位グループの正答率に比べ,低
い値を示した. 
 
５．考察 
上位グループの正答率は,下位グループよりも低い結果
となった.このことから,顔を覚えるのが得意な人は,ユニ
ークな見方をしており,得意でない人は固定的な見方をし
ている傾向があるのではないかと考えられる. 
 
６. まとめと今後の展望 
視線の動きに着目し,HMM を用いて分析を行った.正答
率と再認成績は個人差によるものが大きいと考えられる.
個人ごとにHMMを学習し,評価することによって,個人の
識別に応用できるのではないかと考えられる. 
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